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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　 被検査物であるＰＥＴプリフォーム(1) を中心にして、背後側の照明と前面側のカメ
ラ(10)を一直線上に設置したＰＥＴプリフォームの異物検査装置であって、前記ＰＥＴプ
リフォーム(1) を正立状態で保持するバキュームヘッド(2) を照明の光を均一に拡散する
光拡散性の材質で形成したうえ、軸方向に回転自在とし、このバキュームヘッド(2) の中
心部にバキューム孔(2a)を穿設するとともに、先端部にはプリフォーム(1) の口部(1a)内
へ挿入されるノズル部(3) を設けて、前記照明に照らされることによるノズル部(3)の拡
散光でＰＥＴプリフォーム(1) の口部(1a)を内部側から照射し、この透過光をカメラ(10)
で撮像して異物を検出するようにしたことを特徴とするＰＥＴプリフォームの異物検査装
置。
【請求項２】
　バキュームヘッド(2) にプリフォーム(1) の口部天面に密着する鍔部(4) を形成し、バ
キュームヘッド(2) のバキューム圧を測定してプリフォーム(1) の口天平滑度の測定を行
うようにした請求項１に記載のＰＥＴプリフォームの異物検査装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ネジ部の影響を受けることなく高精度に異物の有無を検出することができるＰ
ＥＴプリフォームの異物検査装置に関するものである。
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【０００２】
【従来の技術】
従来から、ＰＥＴプリフォームの異物を検査する方法として、被検査物であるＰＥＴプリ
フォームの背後から照明を当て透過光をカメラで撮像して異物を検出する方法が知られて
いる。この場合、ＰＥＴプリフォームは底部が球状となっていて自立できない形状である
ため、倒立させた状態で検査を行う必要があり、作業性に劣るとともに検査精度も低いと
いう問題点があった。
【０００３】
また、ＰＥＴプリフォームの口部にはネジが設けられており、このネジの影が出る影響で
口部の異物のみを精度よく検査することができないという問題点があった。従って、ネジ
の影響が出る部分は検査対象から外したり、カメラの感度を下げてネジの影よりも大きな
異物のみを対象に検査する等、検査精度を著しく落として異物の検査を行っているのが現
状であり、ＰＥＴプリフォームのネジ部における精度のよい検査装置の開発が要望されて
いた。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は上記のような従来の問題点を解決して、ネジが設けられていてもネジの影響を受
けることなく精度よく異物の検査を行うことができるＰＥＴプリフォームの異物検査装置
を提供することを目的として完成されたものである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　上記の課題を解決するためになされた本発明のＰＥＴプリフォームの異物検査装置は、
被検査物であるＰＥＴプリフォームを中心にして、背後側の照明と前面側のカメラを一直
線上に設置したＰＥＴプリフォームの異物検査装置であって、前記ＰＥＴプリフォームを
正立状態で保持するバキュームヘッドを照明の光を均一に拡散する光拡散性の材質で形成
したうえ、軸方向に回転自在とし、このバキュームヘッドの中心部にバキューム孔を穿設
するとともに、先端部にはプリフォームの口部内へ挿入されるノズル部を設けて、前記照
明に照らされることによるノズル部の拡散光でＰＥＴプリフォームの口部を内部側から照
射し、この透過光をカメラで撮像して異物を検出するようにしたことを特徴とするもので
ある。また、前記バキュームヘッドにプリフォームの口部天面に密着する鍔部を形成し、
バキュームヘッドのバキューム圧を測定してプリフォームの口天平滑度の測定を行うよう
にすることもできる。
【０００６】
【発明の実施の形態】
以下に、図面を参照しつつ本発明の好ましい実施の形態を示す。
図において、１は被検査物であるＰＥＴプリフォーム、１０は異物の検出を行うためのカ
メラ、１１はＰＥＴプリフォーム１の背後から照明を当てるための光源であるバックライ
トであり、カメラ１０でＰＥＴプリフォーム１の口部におけるバックライト１１の透過光
を撮像することにより異物の有無を検出するものである点は、従来のこの種の異物検査装
置と基本的に同じである。
【０００７】
そして、本発明では前記ＰＥＴプリフォーム１を正立状態で保持するバキュームヘッド２
を有するものである。このバキュームヘッド２は白色あるいは乳白色の合成樹脂等からな
る光拡散性の材質で形成されるものであり、バックライト１１の光を均一に拡散するもの
である。また、このバキュームヘッド２の中心部にはバキューム孔２ａが穿設されている
とともに、先端部にはプリフォーム１の口部１ａ内へ挿入されるノズル部３が設けられて
いて、バキュームヘッド２の吸引によりＰＥＴプリフォーム１が正立状態で保持されるよ
う構成されている。
【０００８】
なお、前記ノズル部３は少なくともＰＥＴプリフォーム１の口部１ａに形成してあるネジ
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部１ｂを完全にカバーする長さ分だけ挿入されるものであり、上部には挿入の位置規制を
するとともにプリフォーム１の口部天面に密着して気密性を確保するための鍔部４が形成
されている。
【０００９】
また、バキュームヘッド２はＰＥＴプリフォーム１の全周にわたって検査を行えるよう、
軸方向に回転自在とされている。更には、前記のプリフォーム１の口部天面に密着した鍔
部４を利用し、バキュームヘッド２のバキューム圧を、例えば圧力計（図示せず）を接続
しておくことにより測定してプリフォーム１の口天平滑度の測定も併せて行うよう構成す
ることもできる。
【００１０】
このように構成したものは、バキュームヘッド２でＰＥＴプリフォーム１を正立状態で保
持し、ＰＥＴプリフォーム１の背後からバックライト１１の照明を当てて、ＰＥＴプリフ
ォーム１の口部におけるバックライト１１の透過光をカメラ１０で撮像することにより異
物の有無を検出するものである。
そして本発明では、前記バキュームヘッド２を光拡散性の材質で形成し、このバキューム
ヘッド２の中心部にバキューム孔２ａを穿設するとともに、先端部にはプリフォーム１の
口部１ａ内へ挿入されるノズル部３を設けたものとしたので、口部１ａにネジ部１ｂが形
成されていても該ネジ部１ｂによる影が発生せず、異物が存在した場合にのみ的確に影を
発生させるため、確実に異物にみの検出が可能で高精度にＰＥＴプリフォームの異物検査
が行えることとなる。
【００１１】
なお、プリフォーム１の検査は口部１ａの全周にわたって行う必要があり、カメラ１０の
水平方向の視野が最大８０°とするとカメラ検査視野に左右１０°ずつのオーバーラップ
分をみて、プリフォーム１を６０°回転する毎にこれと同期したシッター信号をカメラ１
０に出力させ、プリフォーム１の口部全周を６分割で撮像して異物の検出を行うようにす
る。その他、１軸リニアカメラを使用する場合には、プリフォーム１を連続回転させて１
軸リニアカメラにより連続して撮影し異物の検出を行うこともできる。
また、同時にバキュームヘッド２のバキューム圧を測定するようにすれば、プリフォーム
１の口天平滑度の測定も併せて行うことができ好ましい。
【００１２】
【発明の効果】
以上の説明からも明らかなように、本発明はネジが設けられていてもネジの影響を受ける
ことなく精度よく異物の検査を行うことができるものであり、またプリフォームを正立状
態で検査するため作業性に優れ、かつ高速に検査を行うことができるものである。しかも
、簡単な設備であり装置の小型化が図れるとともに安価なものとすることができるという
利点もある。
よって本発明は従来の問題点を一掃したＰＥＴプリフォームの異物検査装置として、産業
の発展に寄与するところは極めて大である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態を示す正面図である。
【符号の説明】
１　ＰＥＴプリフォーム
1a　口部
1b　ネジ部
２　バキュームヘッド
2a　バキューム孔
３　ノズル部
４　鍔部
10　カメラ
11　バックライト
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